
北
か
ら
の

発
信 

自
然
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー 

寒
冷
地
北
海
道
と
、
ひ
と
く
く
り
に
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
ひ
と
び
と
が

よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
多
雪
、
寡
雪
、
温
暖
、
寒
冷
と

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
的
気
候
の
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
冬
季

に
２
〜
３
回
除
雪
が
必
要
な
だ
け
の
道
東
地
域
と
、
そ
れ

を
日
常
的
に
必
要
と
す
る
地
域
な
ど
の
違
い
の
よ
う
に
、
地

理
的
・
経
済
的
な
背
景
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
異
な
り
一
律

に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
道
東
の
中
心
的
な
都
市
、
釧
路
地
域
は
、
こ
の
よ

う
な
な
か
に
あ
っ
て
、「
霧
の
街
」の
湿
っ
た
印
象
と
異
な
り
、

客
観
的
に
は
年
間
の
日
照
時
間
は
東
京
、
鹿
児
島
、
那
覇

の
い
ず
れ
を
も
凌
駕
し
て
い
て
、
冬
の
日
数
の
８
割
が
快

晴
、
年
平
均
気
温
は
５
・
７
度
と
日
本
で
最
低
、
積
雪
の
保

温
効
果
が
期
待
さ
れ
な
い
20
cm
未
満
の
日
数
は
札
幌
が
釧

路
の
３
倍
、
帯
広
が
２
倍
な
ど
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い

ま
す
。
釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会
は
、
こ
の
よ
う
な
気

候
特
性
を
釧
路
地
域
の
プ
ラ
ス
面
と
捉
え
、
北
太
平
洋
に

位
置
す
る
国
際
港
湾
機
能
、
国
内
有
数
の
水
産
・
酪
農
基

地
な
ど
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、
本
地
域
に
食
糧
備
蓄
高

次
加
工
基
地
の
形
成
実
現
を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
・

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民
、
官
、
学
か
ら
な
る

構
成
メ
ン
バ
ー
を
も
っ
て
、
昭
和
63
年
11
月（
１
９
８
８
年
）

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
会
の
発
足
当
初
か
ら
、

釧
路
地
域
の
冷
涼
な
気
候
特
性
に
注
目
し
、
そ
の
大
規
模

食
糧
備
蓄
倉
庫
へ
の
利
用
形
態
を
さ
ぐ
る
目
的
で「
ヒ
ー
ト

パ
イ
プ
を
利
用
し
た
永
久
凍
土
低
温
貯
蔵
庫
の
研
究
」と

題
し
た
講
演
会（
平
成
元
年
２
月
）、
帯
広
畜
産
大
学
の
実

験
施
設
見
学（
平
成
元
年
７
月
）、
網
走
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
利
用
モ
デ
ル
事
業
施
設
等
の
現
地
見
学
会（
平
成
２
年

７
月
）な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ヒ
ー
ト

パ
イ
プ
の
実
験
も
釧
路
市
で
行
い
、
そ
の
実
験
報
告（
平
成

２
年
５
月
「
食
糧
備
蓄
Ⅰ
」）
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
釧

路
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
あ
り
か
た
と
し
て
、

ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
と
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
は
、
か
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
ツ
ー
ル
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
設

立
以
来
、
活
動
状
況
（
表
１
）
に
示
す
と
お
り
、
そ
の
現

実
的
展
開
へ
む
け
て
の
調
査
・
研
究
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

公
開
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
そ
し
て
研
究
誌
の
発
刊

な
ど
に
よ
り
食
糧
を
備
蓄
す
る
こ
と
の
国
家
的
重
要
さ
や

釧
路
地
域
の
持
つ
特
性
が
そ
の
備
蓄
に
い
か
に
貢
献
で
き

る
か
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
平
成
11
年

４
月
に
、
こ
の
研
究
会
発
足
か
ら
10
年
を
総
括
し
た
か
た

ち
で
発
刊
さ
れ
た
「
食
糧
備
蓄
Ⅵ
」
は
、「『
港
と
食
が

拓
く
新
国
際
交
易
都
市
・
釧
路
』
へ
の
提
言
」
の
表
題
で
、

そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
６
つ
の
提
言
（
左
ペ
ー
ジ
図
）

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会
が
発
足
し
て
10
年
を
迎
え

た
平
成
11
年
は
、
旧
農
業
基
本
法（
１
９
６
１
年
成
立
）が

廃
止
さ
れ
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」の
理
念
が
転

換
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
成
立
し
た
新
し
い
基
本
法

の
目
的
に
は
、「
食
料
、
農
業
お
よ
び
農
村
に
関
す
る
施
策
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を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
国
民
生
活
の

安
定
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
。」と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
、
６
つ
の
捉

言
を
示
す
方
向
と
、
国
の
食
、
農
に
関
す
る
理
念
の
転
換

の
方
向
が
み
ご
と
に
一
致
し
て
い
る
の
を
そ
こ
に
み
て
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
研
究
会
で
は
引
き
続
き
研
究

を
推
進
し
、
平
成
12
年
に
は「
大
規
模
総
合
食
糧
備
蓄
基

地
構
想
」の
展
開
調
査
報
告
書
、
そ
の
概
要
版
も
発
刊
さ

れ
、
理
念
か
ら
具
体
的
な
内
容
に
立
ち
入
る
作
業
に
と
り

か
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
、「
食
糧
備
蓄
Ⅷ
」

の
目
次
が
そ
の
内
容
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
で
紹
介
し

ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
）

釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会
の
主
張

将
来
的
な
食
糧
需
給
の
見
通
し
は
決
し
て
楽
観
で
き
ま

せ
ん
。
世
界
人
口
の
爆
発
的
増
加
に
対
し
、
食
糧
生
産
に

は
限
界
が
お
と
ず
れ
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
世
界
的
な

食
糧
需
給
の
逼
迫
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
進

国
に
お
い
て
は
、
食
糧
が
過
剰
供
給
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

世
界
の
慢
性
的
栄
養
不
足
人
口
は
現
在
で
も
数
多
く
存
在

し
、
未
だ
食
糧
消
費
の
格
差
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会
は
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な

食
糧
問
題
を
深
刻
に
捉
え
、
研
究
会
の
発
足
当
初
か
ら
、

「
本
来
あ
る
べ
き
食
糧
供
給
シ
ス
テ
ム
」と
そ
の
な
か
で
の

「
先
進
国
」、「
日
本
」、「
北
海
道
」そ
し
て「
釧
路
」の
役
割

に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
望
ま
し
い
食
糧
供

給
の
姿
に
つ
い
て
の
数
多
く
の
研
究
成
果
を
公
表
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
研
究
会
の
考
え
を
多
く
の
ひ
と
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
研
究
誌「
食
糧
備
蓄
Ⅷ
〜
21
世
紀
の

食
糧
安
全
保
障
に
貢
献
す
る
〜
釧
路
大
規
模
総
合
食
糧

備
蓄
基
地
構
想
」な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

当
研
究
会
発
足
当
初
は
、こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
研
究
活
動

は
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
研
究
を
重
ね
て
10
年

余
を
へ
た
現
時
点
で
は
、
当
研
究
会
の
考
え
方
が
時
代
を
先

取
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
自
負
し
う
る
よ
う
に
な
り
ま
し

ひがし北海道からの提言
釧路大規模総合食糧備蓄基地構想から

ひがし北海道からの提言
釧路大規模総合食糧備蓄基地構想から



49

た
。
そ
の
こ
と
は
近
年
に
な
っ
て
、
北
海
道
で
は
同
様
の
問
題

意
識
を
も
っ
た
研
究
会
が
数
多
く
発
足
し
活
動
が
展
開
さ

れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

直
近
の
動
向
と
し
て
、
我
が
国
で
は「
国
際
備
蓄
基
地
構
想
」

の
検
討
を
進
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
日

本
提
案
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道

提言１ 大規模総合食糧備蓄基地構想の実現提言２ 北方フリートレードゾーンの実現提言３　国際物流拠点釧路港の実現

提言４　高次食品加工基地の実現提言５　北の国際交流開発拠点の実現提言６ ひがし北海道の経済文化圏の実現

表
１
　
釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会
の
活
動
状
況

Ⅰ 構想の背景
１　世界の食糧事情
２　日本の食糧事情
３　日本の食糧流通の現状

Ⅱ 望ましい食糧安全保障体制
１　我が国の食糧安全保障体制確立の考え方
２　我が国における望ましい備蓄システム

を
食
糧
の
基
地
に
と
い
う
運
動
は
、
北
海
道
各
地
に
展
開
さ

れ
統
合
の
機
運
に
も
あ
り
ま
す
が
、
運
動
の
ベ
ク
ト
ル
を
そ

ろ
え
る
と
と
も
に
各
地
の
経
済
的
、
地
域
的
な
特
徴
を
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
、い
か
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
の
長
期
に
わ

た
る
研
究
成
果
が
地
域
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
、
そ
し
て
世

界
の
食
糧
安
定
供
給
体
制
確
立
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を

願
い
そ
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

釧
路
食
糧
備
蓄
基
地
研
究
会

座
長
　
矢
作
　
裕

（
北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授
、
教
育
学
博
士
）

Ⅲ 釧路大規模総合食糧備蓄基地構想
１　基地の機能とその役割
２　基地形成に向けての課題と基地がおよぼす効果
３　自然冷熱物流技術活用型貯蔵施設のケーススタディ
４　基地形成に対するひがし北海道・釧路の優位性
５　構想がもたらす地域への効果
６　基地展開のイメージ

Ⅳ 構想を支援する地域戦略

昭
和
63
年
11
月

発
会
式
、
初
代
座
長
に
釧
路
公
立
大
学
教
授
西
村
正
一
氏
就

任講
演
「
食
糧
備
蓄
に
関
す
る
国
の
動
向
に
つ
い
て
」

平
成
元
年
２
月

講
演
「
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
永
久
凍
土
低
温
貯
蔵
庫

の
研
究
」

平
成
元
年
６
月

公
開
講
演
会
「
世
界
の
人
口
と
食
糧
事
情
に
つ
い
て
」

平
成
元
年
７
月

見
学
会
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
に
よ
る
備
蓄
施
設
の
現
地
見
学

講
演
「
食
品
の
流
通
動
向
と
技
術
」

平
成
元
年
12
月

講
演
「
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム(

食
物
貯
蔵
用
・

定
置
型)

の
開
発
現
状
と
課
題
」

平
成
２
年
５
月

研
究
誌
発
刊(

食
糧
備
蓄
Ⅰ)

「
地
方
都
市
に
お
け
る
考
察
」

平
成
２
年
７
月

見
学
会
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
に
よ
る
「
網
走
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

利
用
モ
デ
ル
事
業
施
設
見
学

平
成
２
年
10
月

講
演
「
食
糧
安
保
に
つ
い
て
」

平
成
２
年
12
月

講
演
「
東
北
海
道
の
酪
農
と
牛
乳
」

平
成
３
年
２
月

講
演
「
苫
小
牧
食
糧
貯
蔵
実
験
に
つ
い
て
」

平
成
３
年
４
月

研
究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅱ
）「
関
係
文
献
・
ス
ク
ラ
ッ
プ

集
」

平
成
４
年
７
月

記
念
講
演
「
地
球
時
代
に
お
け
る
地
方
都
市
の
役
割
」

研

究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅲ
）「
釧
路
食
糧
備
蓄
高
次
加
工
基

地
構
想
」（
食
糧
備
蓄
Ⅳ
）「
釧
路
地
域
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
パ

イ
プ
に
よ
る
凍
土
構
築
実
験
報
書
」

平
成
６
年
１
月

研
究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅴ
）「
北
太
平
洋
の
国
際
交
易
都

市
を
め
ざ
し
て
〜
釧
路
食
糧
備
蓄
高
次
加
工
基
地
基
本
計
画

調
査
報
告
書
〜
」

平
成
６
年
11
月

講
演
「
釧
路
港
港
湾
長
期
構
想
に
つ
い
て
」

平
成
７
年
２
月

研
究
会
「
国
際
協
力
推
進
モ
デ
ル
地
域
事
業
」
に
つ
い
て

平
成
７
年
５
月

二
代
座
長
に
北
海
道
教
育
大
学
教
授
矢
作
裕
氏
就
任

平
成
８
年
２
月

講
演
「
食
糧
備
蓄
と
物
流
」

平
成
８
年
５
月

講
演
「
釧
路
港
に
お
け
る
食
糧
備
蓄
の
今
後
の
展
望
」

平
成
８
年
11
月

講
演
「
釧
路
に
お
け
る
食
糧
備
蓄
基
地
構
想
の
方
向
性
に
つ

い
て
」

平
成
９
年
２
月

セ
ミ
ナ
ー
開
催
「
世
界
の
中
のK

ushiro
C
ity

‐
地
域
振
興

と
技
術
活
用
の
可
能
性
‐
」

平
成
９
年
５
月

講
演
「
釧
路
港
に
お
け
る
港
湾
物
流
基
地(

食
糧
備
蓄
・
供

給
・
食
品
加
工)

の
展
望
に
つ
い
て
」

平
成
９
年
11
月

講
演
「
平
成
９
年
度
釧
路
港
港
湾
機
能
強
化
に
関
す
る
調
査

に
つ
い
て
」
他

平
成
10
年
６
月

講
演
「
釧
路
港
の
開
発
効
果
に
つ
い
て
」

平
成
10
年
12
月

講
演
「
釧
路
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
創
造
研
究
会
に
つ
い
て
」
他

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
港
と
食
が
拓
く
新
国
際
交
易
都
市
　
釧

路
』
へ
の
提
言
」

平
成
11
年
４
月

研
究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅵ
）「『
港
と
食
が
拓
く
新
国
際
交

易
部
市
・
釧
路
』
へ
の
提
言
」

平
成
11
年
12
月

座
談
会
「
が
ん
ば
れ
く
し
ろ
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
港
み
ら
い
21
」

平
成
12
年
３
月

研
究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅶ
）「
大
規
模
総
合
食
糧
備
蓄
基

地
構
想
展
開
調
査
報
告
書
」

平
成
13
年
３
月

研
究
誌
発
刊
（
食
糧
備
蓄
Ⅷ
）「
釧
路
大
規
模
総
合
食
糧
備

蓄
基
地
構
想
」

平
成
13
年
11
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
食
糧
事
情
と
食
糧
備
蓄
を
考
え

る
〜
食
卓
の
安
心
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
」

「食糧備蓄Ⅷ」の目次


